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日英通訳訓練法と英語コミュニケイション能力との接点

鈴峯女子短期大学田這祐司
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1.本研究の目的

通訳技能訓練法(以下通訳法)は、外国語に関する技能訓練の中で非常にハイレベルなものの

ひとつであろう.通訳者を志す者は、すでにSourceLanguage (SL)及びTargetLanguage (TL) 

に精通し、なおかつ双方の言語の背景にある社会、文化、歴史などに相当の知識、理解がある

bilingual 、biculturalな者であるか、もしくはいわゆるsuccessfulL2 1earnerかである。こう

いった人達が通訳訓練を受けるが、それでもその中でプロとして通用するのはごくわずかという

きびしい、特殊な世界の技能としてとらえられている。こうした考え方も一面では的を得ている

が、実は通訳法の中にも、一般的な外国語教育の様々な段階に応用できるものがある。ここでは

そのような通訳法のひとつである日英通訳法を取り上げ論考を進めることにする.

日英通訳法は大手の通訳者養成学校・機関などそれぞれ独自の長年の経験から蓄積されたノウ

ハウがあり、その詳細な内容については受講者として多額の投資をし、学ぶ以外方法はなかった

が、ここにいたって少しずつ公にされるようになってきた。この観点からの出版物も近年増え

(ロンブ 1981;小林 1982;西村 1988;谷本 1988;青山 1988，1989;田中・フアロン 1990;西山 19

91;日本コンペンションサービス通訳部 1991;篠田・新崎 1991，1叩2;民政 1992;宮下 1992など)、

また学術的な包長からも通訳技法を取り上げるものも現れるようになってきた(近藤 1980，

1990;大谷 1984.，1988;λ島 1985，1988;楠 1991;田直・馬本 1992;玉井 1992;田遺 1992bなど)。

また、各種の研究・講演会などでも通訳法が導入され、これを活用する講座も増加している。さ

らには大学で通訳講座を開講しているところも多くなっている(Ii"通訳事典93.!1)。いずれの場

合も通訳法がコミュニケイション能力ひいては英語運用能力を高めることを前提としている.異

文化聞のprofessionalなコミュニケイターとしての通訳者がコミュニケイション能力という点に

おいて優れているのは、ある意味では当たり前のことで、その通訳者を育てる通訳法がコミュニ

ケイション能力を向上させないはずはない.もとより筆者もこの立場をとる者であるが、どのよ

うな通訳法が、具体的に英語コミュニケイション能力のどういった側面にどう寄与するのか英語

教育のSL~.:から言及した論考はこれまで少なかった.もう少し掘り下げてみる必要があるのでは

なかろうか.

したがって本稿では、まず通訳法の中から基本的、代表的なものを取り上げ紹介し、次に各通

訳法のtechniqueが英語コミュニケイション能力とどうかかわっているか述べ、最後に通訳法の英

語教育現場での応用の可能性について示唆することにする.なお今回の研究の目的はあくまでも

通訳法の紹介、さらにはその応用の可能性を経験的、主観的に示唆するものであり、実証的研究

ではないことを最初に断っておく.
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2.通訳法の実際ーその内容と特撮

日英通訳訓練の指導方法には個人差があり、各講師の考え方や経験に負うところが大きい.以

下ここに紹介する通訳法は、主に筆者個人がこれまで行ってきた指導法に基づくものではあるが、

各種通訳訓練校での研修実績も踏まえているので、名称は違えどもおそらく代表的な方法である

と言っても差し支えなかろう.

(代表的な基礎通訳法)

l)Quick Response 

5)Note-taking 

9)Paraphrasi昭

2)Shadowi昭 3)ActiveListening 4)Retention 

6)Slash Reading 7)Sight Translation 8)Logical Analysis 

10)Summarization 11)Articulation Story Telling 

12)Describing 

以上が通訳訓練の導入段階での主だった練習法である。数字はあくまで便宜的なもので必ずしも

学習段階を表しているわけではないが、基本的には番号が進も‘につれ学習難度が高くなっている。

以下、それぞれ簡単に説明することにする。

1)のQuickResponse (以下QR)は別名、反応練習と呼ばれるもので、ある情報が日本ま記り英

語で与えられた場合、それを瞬時にそれぞれのTLのequivalentに訳す練習である。練習のフォー

マットとしては、 l)J(日本語)-E (英語)、 2)E-Jがある。但し、初心者が対象の場合、導入の

手段として時にJ-J、E-Eというパターンもしばしば行われるが、これは言ってみれば言語機能ι

運動神経を覚醒させるためのwarm-upのようなものである。 QR練習は主に単語レベルから句レベル、

文章レベルと普通、段階を追って行われる。最も一般的な手順としてはあらかじめテープにcueと

なる語句を吹き込んでおき、受講者一人、一人順番を決めずに訳出させる。語句と語句の聞のpa

useは慣れるにしたがって短かめになるようにする。題材は中学校・高等学校で扱われる基本語棄

の邸から入り、徐々に時事的な語葉を盛り込んで行くことが多いようであるが、この判断は受講

者のレベルをみて指導者が決める。受講者の中には自らのQRをテープに録音し、後で再生してど

のようなところでつまずいたかself -moni torする人もいる。以下は田這(1992a)からの抜粋である。

(例)日本語は英語に、英語は日本語に通訳しなさい。

1)産地直送 2)junk food 3)人工甘味料 4)cyclamate 5)レトルト食品 6)核融合

7)reprocessing plant 8)火力発電所 9)critical level 10)断熱材

2)のShadowingは元々、心理学の言葉であるが、今では通訳界でも広く使われるようになった。

語学教育の世界でlistenand repeatという手法は古くから行われてるが、 Shadowingは情報を開

きながら文字通りほぼ同時にそれを同じ言語で口頭で再生するのである。つまり、通常の

repetitionとは違い、 pauseなしに次から次に聞こえてくる情報を影のごとく後について再生する

のである。一般的な練習方法としては、受講者はまずJ-Jでこの練習に慣れた後、 E-Eと進んで行

くが、 J-Jの段階でもニュース番組などの標準的な速さの再生から始めるのが普通で、さらにドラ

マ・朗読などの感情がこもったものを使う場合もある。 E-Eの練習教材についてはListeningの問

題とも直結してくるので、各指導者の個人的な判断によるが、筆者の場合は比較的スピードの遅

い短文から導入することにして、受講者が慣れた段階からニュース(できるだけ新しい)やイン

タビューなどのfilterに適されていないものを使用している。さらに上級者の場合、実際の通訳

の模様を録音したテープを扱うこともある(問題のない範囲で). ShadowiTIgが初めての受講者で

も、 1ヶ月もすればこの練習に慣れてくるようである。慣れてきた時点でリレー式に同時に4~5人

の受講者に同じものをShadowしてもらうこともできるようになる。

3)のActiveListening Comprehension (ほとんどがE-J)では一般に行われている方法に従うこ

とも多いが(即ち、 dictation、穴埋め練習など)、通訳の場合、瞬間的に耳で掴んだ情報を即時
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に口頭で訳出することを要求されるので、 Listening練習の際にもその場で談話の流れを掴んでい

るか質問したり、未知情報を予測させたり、またsensegroupごとにQuickTranslationを課すな

ど、一般的なListening練習とは違っている.指導者はその訳を聞き受講者の理解力がどの杭皮で

あるか、理解できていないところがあればそれはどのような点か、また理解できなかった原因は

音戸的なものか、語葉によるものか、それとも背景知識の欠知によるものかなどの大切な情報を

受講者とともにその場で吟味し、 feedbackする。通常、教材としてはここでも時事性の高いもの

を使うことが多い.

4)Retention練習とは重要な情報、特に談話の中での非常に情報のウエイトの高い(情報の-.ト

レス)をできるだけ記銘させる練習であり、これには様々な練習形態がある。ここでは基本的な

ものを2つだけ紹介することにする。まず第一段階でよく行われるのが、ニュースなどのまとまっ

た談話単位の情報を聞かせ、これを受講者にメモはとらさず記憶させ、一定の時間をあけた後、

日本語で再生させる練習方法である。慣れた時点でE-E、E-J(この段階からtranslationになる)、

J-Eと段階を変えて同じ練習を続けて行く.またQRJ棟習とも兼ね合わせながら、単語レベルからの

いわゆる1語遅れ-5語遅れの再生練習をRetention訓練の一部として行うこともある。この練習の

順序としてはJ-J、E-E、E-J、J-Eが一般的である。この練習により受講者は耳でとらえた情報を

一旦頭の中に残し、なおかつ次の情報を聞きながら前に入れた情報を訳すという複雑な作業を経

験するが、これが後の同時通訳という段階で大変役に役に立つことになる。その他、最近一般の

英語の授業の中でも行われることの多い伝達ゲーム的な練習や、より高度なニュースキャスター

練習などもある.

5)のNote-takingは通訳メモの取り方を学ぶ練習である.メモというとあらゆるものをとるよう

な印象を持たれることが多いが、実際の通訳メモはまさしく覚え書き程度のものである。メモ練

習は要するに情報の軽重を判断させ、談話のlogicからはずれないようにさせるものである。上述

のRetentionと関連づけて指導されることが多い.具体的な練習の中には情報の視覚化を主体とす

るものが多い.

6)及び7)はほぼ同じ能力を養成するものであるが、いわゆる英語のlogicにのっとって英文を情

報単位ごとに頭からできるだけ訳出できるようにする練習法である(もちろんJ-Eも含むが力点は

E-Jである). 6)のSlashReadingは情報単位、 sensegroupごとにslashを引かせながら、その単

位ごとに訳出させる方法である.また7)のSightTranslation は6)の延長で別名FIFO(First in 

First out.先入先出ー商品管理の用語)、頭ごなしの訳、 head-cuttranslationとも呼ばれ、時

間的制約の多い通訳という作業の中でできるだけ先に入ってきた情報は直ちに訳出し(記憶のた

めの負担を軽減することになる)、次の情報とcoherenceを持たせながら訳をつないで行く。

(例一因追1992aより)byを「オキカエJ技法で理由のように訳すと頭から訳出できます。

Scientists believe/ that the lower plants and animals/ 

科学者によると 徴生物は

回 nadopt to rising UV levels 

紫外線の地加に適応できるということです

by developing UV-absorbing cell pigments. 

紫外線を底収する，細胞の色素が増えるためです

8)Logi回 1Analysisは文民の論理的把握能力、さらには予知能力を高める練習法である。これ

は英文、和文を問わず一文章内のlogicを正確に掴ませるところから始まる.さらにはdiscourse

レベルでの文民展開の仕方を学ぶ.Active Listening、SlashReadingと組み合わることもできる。

9)の院raphrasi昭練習はJ-Eの通訳時に適語が思い浮かばない場合に瞬間的に別の言葉で言い換

お



えることができるようにする練習である.これは通訳の世界でいう「ニゲJの能力を意識的に身

につけさせるものである。

(例一田遺1992aより)

あなたは今、日英同時通訳を行っていますが、次に挙げである語句に相当する英語が瞬間的に

Recallできなくなりました、さてどう逃げをうちますか.

(1)曲芸師 (2)とんぼ帰り (3)回転イス (4)時限爆弾 (5)全勝 (6)気圧の谷

10)summary練習はE-J、J-Eともに大切な練習である.この練習ではひとまとまりの意味のある

discourse単位の文章 (readingかlisteningの形で提示)を指定された言語で要約する。その際、

通訳メモを許されるされる場合と、許されない場合がある.いずれにしても受講者はkeyとなる情

報を判断し、自らの言葉でまとめなければならない。さらにそのまとめに対して、他の受講者は

自由に質問をし発表者の理解度をcheckする.これは談話レベルの解釈・再構築の能力をつけるも

のでもある。

l1)Articulation/Story Tellingでは主に英語におけるdeliveryの訓練を行う.練習はいわゆる

vocal qualifierを多く含んだ短文の音読、比較的storyが恩11染みのある物語の音読(今年は「日

本昔話J)、さらにはintonation、sentencestressの違いでどれほど意味が違うかをわからせる

認識練習で構成される。各人の音読は必ずテープに録音させ、 self-monitorを行わせている。

初級段階の最終練習は12)のdescribingである.これは受講者に身の回りの物、人物、事象やそ

の日のfrontcover newsなどを題材に自由に英語で語ってもらう練習である。これもまた録音し、

あとで、受講者にself-monitorしてもらい自分がどの段階でつまったのかを自ら検証させる。

以上が通訳練習の初期の段階に行われる方法を簡単にまとめたものである(スペースの都合で

各々の具体的な例題を余り載せることができなかった。詳しくは田迫 1992a) 0 次にこれらの通

訳法がどのような形で、中等・大学教育などの英語教育の現場に応用できうるか、とりわけコミ

ュニケイション能力の育成にどう寄与できるか、私見を述べることにする.

3.通訳法とコミュニケイション能力との接点

論考を進める前にコミュニケイション能力について触れておく必要があろう.この言葉ほど多

用に解釈されている言葉はない。それはコミュニケイションそのものがいろいろな構成要素から

成り立ち、さまざまな立場からの言及が可能であるからである。これをここで詳細に論じるつも

りはないが、応用言語学に関係すると思われる仮説を思いつくままにあげると、 Chomsky(1965)の

competenceの概念から始まって、 CampbellおよびWales(1970)のcognitivepsychologyからの

contextの重要性の問題提起、そして助mes(1978)のsociolingusticcompetenceの提起、さらには

Widdowson(1978)のdiscourse観点からのcommuni回 tiveability、Halli也y(1979)のfunctionを重

視した仮説とめまぐるしい。そして今は臼nale(1983)の提唱した仮説 (communication能力とは1)

言語学的能力、 2)社会言語的能力、 3)談話能力、 4)方略的能力の4つの構成要素から成る)が一般

に受け入れられるようになっている.事実、 1993年度から中学校でまず施行される新指導要領の

定義も青木(1992)の指摘通り、これに近いものになっている。しかしことさらユニークさを強調

するわけではないが、この定義は「ことあげ」しない文化的価値体系の中で育ってきた日本人学

習者の特性を踏まえているとは言えないように思う。也mmer、Gudykunst、Wiseman(1978)は1)心

理的負担に対応できる能力、 2)effectivecommunication能力、 3)対人関係を確保する能力をあげ

ているが、日本人が外国人とやりとりをする時に感じる心理的な圧迫感に慣れ、打ち勝つ能力を

communication能力の構成能力の中に組み入れるべきではなかろうか。さらに斉蕗(1981)の言う異

質なものを受け入れるsensitibity，empathyのような感情を持つことも、詳しい意味では能力と

は呼ペないかもしれないが、実際のcommunicationを行う場合に大切なものである。 Savingnon(1

引
例



983)はこういった能力をcomrnunicativeconfideticeと定義している。以上を踏まえここではco剛

unication能力の定義をCanaleのものにつけ加え、 1)広い意味での文法能力一言語学的能力、 2)社

会言語学的能力、 3)談話能力、 4)方略的能力、 5)心理的能力、 6)異文化適応能力の6つの構成要素

と仮に定義をすることにする.この6つの構成要素を枠組みとして使い、以下通訳法と英語コミュ

ニケイション能力の結びつきを考えてみたい。

まず(1)QRであるが、これは対象言語(TL)のequival叩 tを瞬時に想起(recall)し、音声化

(vocalize)する訓練であると述べたが、この訓練では何よりも反応の速さ (reflex)、スピードが

強化される.反応が速くなるということはコミュニケイション上、種々の効用がある。 J-Eの場合

素早く語葉をstorageからrecallできるようになれば、その分エネルギーを他のこと、例えば

choice of the wordや構文上の文法的・社会言語学的適切さのmonitorへまわすことができ、また

sentence-building上の談話面でのlogicalcohesionなどにも注意を払うことが可能になる。さら

にこの時間の短縮ということは相手を余り待たすことなく会話の流れにスムーズにひきこむこと

ができ、方略上の心理的余裕にも結びつく。 J-Eでは聴きながら相手からの情報を分析しやすくな

り、談話の展開に役立つ.これからは一見何でもないことのようではあるが、 EFLという環境で日

頃TLを口頭で想起することの少ない学習者にとっては、蓄積された語葉、文法事項を活性化させ

る良い手段ともなりうる.すなわちQR練習はコミュニケイション能力のおそらくすべての要素に

かかわる不可欠の練習ではないかと言える(因追・馬本1991参照) 0 

次に(2)のShadowingはまずいろいろな意味での音戸的な効果をもたらす。従来のrepetitionで

はpa凶 eをおいてrepeatするので、自分の認識している音戸体系に移して自分のペースでrepeatし

たり、視覚的情報(活字)や他人の戸に影響されることが多かった。しかしshadowingではほぼ同

時に再生をすることになるので他の手段に訴える余裕はなくなる。 SLの音戸が唯一のたよりとな

り、そのため単なるListeningよりもはるかに集中し、 SLのリズム・ストレス・イントネーション

などに近い再生をすることになる。ここまでは口ならし的一一一音戸的認識・再生段階での効用

であるが、この練習にはもっと深いコミュエケイションに密接した効果がある.即ち、ほぼ同時

にSLを聴きながら再生できるということはSLの音戸的認識のみならず統語・文法構造の把握、語

認の認識、文脈・談話の流れの把握、談話レベルでの予測さらには情報の軽重の認識などが必要

になってくる.ある意味では玉井(1992)の指摘するようにshadowi昭はr白 dingにおけるスキーマ

的予測・検証の過程に口頭での発話までを加えた、非常にactiveな総合的コミュニケイション訓

練と言えよう.その他、この練習の利点としては聴きながら話すというcompoundなchannelの完成

(これは練習しだいで誰にでもできる)、感情移入の向上、そして何よりも総合的英語力のウイ

ークポイントの発見がしやすいことも挙げられる。

(3)のActiveListening練習はこのShadowingの延長線上にある活動で、 Shadowingと同じく集中

力の強化、心理的な緊張感の克服、情報単位の聞き取り、予測能力の強化などに関係する。しか

し、何よりも一番の効果は聞き取りの際、 pauseを情報のできるだけ短いところにおくことで、学

習者に内容理解という点でそれほど困難を感じさせずに(河野 1977)、文法能力・社会言語学

的能力などをフルに活用させ、 SLのapproximationをTLでreconstructさせることにある.この活

動もE-J、J-Eともにおしなべて総合的なコミュニケイション能力を鍛えることになる。

(4)と(5)はともにコミュニケイション能力に直接結びつくというよりも、むしろそれを助ける補

助的な、やや技術的な練習であると筆者はとらえている.もちろんコミュニケイションにまった

く関係がないというのではなく例えばretcneion練習は談話能力・方略的能力に関与し、これは記

憶力(主に短期記憶)を鍛え、情報の軽量の判断、すなわちこれはすばやく訳出すパきか、また

はとっておくべきものか(特にE-Jの際の動詞の訳出)の判断力をつけ、さらにlogicの流れを追
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いながら自分の頭の中でSLの文脈を把撞するのに役立つ。一方note-takingは情報の整理・区分と

ともにretentionの上での負担を軽減し、より適切な訳出への補助手段となる.

(6) (7)ともに連続した練習であり、 (3)のActiveListeningとも関係している。 (6)は文法的切

れ目、情報単位ごとの切れ目にslashを入れることにより文法上の知識を即座に活用させる作業と

なる。また同時にそれぞれの認識情報単位の幅(量)を自覚させることにもなる.その意味で文

法能力・談話能力に関係する o (7)のsighttranslationはある意味では通訳法の要でもあり(同

時通訳に直結する)、一般の英語教育の中で広く応用が行われている方法でもある (SIHの一連の

英語教材、 RIC方式の連読用教材など) 0 この原理は前述したように頭から訳出して行くというこ

とであるが、これによりE-Jの場合、漢文式の帰り読みのクセがなくなり、より英語の発想にのっ

とった訳出が可能になる。これは非常に重要なことで、たとえ一文であろうと談話単位のもので

あろうと、英語の表現様式、理論的な展開の仕方を学ぶ近道となる。英語の発想にのって入って

きた情報を理解し(文法能力)、それをさらにまあまあの日本語に訳すわけであるからいきおい

日本語はぎこちなくならざるをえないが、 cohesionを考え、次から次に入ってくる情報につなが

りを持たせ(談話能力)、つなぎことぼやfillerを巧みに使い社会言語学的にみて適切な訳語を

瞬時に思いつかなければならないので、予測も大切になる。こうしてみるとSightTrans-

lationは多くの学校で行われている訳出法(その訳の法がわからないことが多い)よりはるかに

activeな作業であることがわかる。さらにE-J、J-Eともに文脈を考えわかりやすい訳出を何より

聞き手のために心掛けるので訳出のコツ、即ちツナギ、キリ、クワエ、ニゲなどの技術も学ぶこ

とになるので方略的な力も備わってくる(この方法に関しての詳しい記述は因追1992b参照) 0 実

はこの方法は何も新しい方法ではなく、昭和の初期以来の直読読解法と呼ばれる訳出法、そして

浦口(1927)の提唱したグループメソッドの精神を今の世に復元したものである。またこのような

視覚的作業に慣れてくると、聴解の際にも耳に入ってきた情報から処理できるようになる、いわ

ゆる直聴直解である(聴訳式とこの方法を名づけた人ともいる)。

(8)のIρgicalAnalysisはこれまでみてきた各練習の中の特に談話単位での予測力、整合性理論

性などを特に鍛える練習である。またつなぎことばや回避表現などのレトリックなどを追い話者

の意図を的確につかむ能力を鍛えることにもなる。

(9)のParaphrasingはとりたてて珍しいものではないが、特にJ-Eの過程で適切な訳語が瞬時に

Recallできなかった場合を想定して(通訳時にはこれはcomrnunicationbreakdownとなる)、いわ

ゆるニゲをうつ練習、どうその場を切り故けて行ったら良いのかを積極的に練習する。これは特

に文レベルの場合、ひと頃はやった受験のための書き換え問題が、どちらかと言うと受験生がパ

ターンをどれほど認識し、覚え、筆記上応用できるかという点に限られたのと違い(この場合は

公式以外の書き換えは排除されることが多い)、自由な観点から口頭で言い換える練習を行う。

これは自らの表現力のcheckとなるばかりか、心理的な意味での防衛線ともなる。

(10)S凹 mry練習はコミュニケイションの各能力を総動員しておこなう練習である。力点は情報

の把握の住方その再構築・表出の仕方に置かれる。

(11)および(12)の練習は主に訳出時のpresentation、deliveryの仕方に関係する練習であり、

これも総合的なコミュニケイション能力に密接に結びついている。

4.結語

以上、基本的な通訳法を概観し、それぞれの通訳法がコミュニケイション能力のどのような側

面に関係し、どのような力をのばすかということを述べてきた。このように通訳法はコミュニケ

イション能力の全般的なものに深くかかわり、それを学ぶことでコミュニケイション能力の様々

な側面が鍛えられるということを述ペてきた(それをまとめたマトリックスは資料参照)。

nu 
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かつて通訳と言う技術はよくShannon-Weaver(1947)のdecodi昭一encodingというコミュニケイ

ションモデルが引き合いに出されて説明される乙とが多かったが、この枠組みの中では通訳者は

異なる記号の解読・記号化を受動的に機械的に行う者としかとらえられていなかった。しかし最

近のコミュニケイション研究の観点からは (Sperl:町 andWilson 1986、Hatch1992)、通訳とい

う作業は単なる言葉の置き換え、解読・記号化の作業だけではなく、非常に集中した状態で話者

の情報を正確にとらえ、理解し、選別し、談話・社会言語学的レベルで情報を処理し、聞き手の

文化コードに合わせて、その情報を訳出する、そしてこのようなプロセスを瞬時に連続的に繰り

返さなければならない総合的な異文化聞の技術であることがわかってきた。さらにそのプロセス

を注視すれば通訳者は絶えず、自らが訳出する情報が、話者と聞き手にどうかかわるか

(Relevance)、その役割の重みを瞬時に判断し、自分のスキーマもしくはFrameof Referenceと
つきあわせる形でその情報の訳出をRecallし、それが言語的社会言語的、談話の流れの中でもっ

とも適切かつeffectiveであるか仮説ー検証し、口頭で適切な音戸channel(リズム・ストレス・

イントネイション)にのせて訳出していると考えられる。即ち、通訳は決して受身的な作業では

なく、むしろかなりactiveに情報のやりとり (cαrununication)にかかわる作業なのである。

英語教育の中で、それまで受身的に蓄積した能力を視覚的側面で活用するだけではなく、発信

型の能力に転換できるようになることが求められるようになって久しいが、通訳法はこのように

まちがいなくusageをuseに結びつける有効な方途を提供するものである。もちろんいきなり中学

校・高等学校・大学などの教育現場にこの方法をそのままの形で応用するのは早計ではあるのが、

コミュニケイションという情報のやりとりに積極的にかかわる能力を培うことを現行の英語教育

の最大の目的と考える時、通訳法は注目に値する技法である.これからもこの方面への関心はま

すます続くことになろう.
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資料

各通訳法とコミュニケイション能力との銭点

+非常に引かかわqている ム仲村恥ているマあまりかかb~τいない 一川bらない

1)言語学的 2)社会言語 3)詩話能力 4)方略的 5)心理的 6)異文間

l)QR + + + + + ム

2)Shadow + ム + ム ム ム

3)Activc + ム + マ -ト マ

4)Rctcn 十 ム + + + マ

5)Notc + + + + + 

6)Slash + マ + + 十

7)Sight 十 + + + + + 

8)LogIc 十 + 十 十 十 + 

9)Para + A + + + マ

lO)Sum + + + 十 マ

l1)Art i + A + 十 + + 

12)Dcs + + + A + ム
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